



Trial Introduction of a Practical Training Portfolio in Basic Nursing Education










みがよかったのかをその都度評価し伝える，⑤ 1 年次から 3 年間を通して経時的に使用できるファイル等の工夫を継続し
て行う，など 5 項目の改善点を考察した．
1 . 緒　　　言
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習全体を通した学びをＡ 4 用紙 1 枚にまとめた．その
後，それらを持ち寄り 5 ～ 6 名のグループで各自の学
びを発表した．次に，グループでテーマを決めて実習
での学びのグループワークを行った後，それぞれ担当











ため，入学時の 1 年次 4 月， 2 年次の基礎看護学実習























なる．回答形式は「 1 ．全然あてはまらない」「 2 ．ほ
とんどあてはまらない」「 3 ．あまりあてはまらない」
「 4 ．どちらともいえない」「 5 ．すこしあてはまる」































　質問紙の回収率は，1 年次 4 月（平成25年 4 月）129
名（94.1％）， 3 年次 4 月（平成27年 4 月）128名（93.4
％）， 3 年次11月（平成27年11月）113名（82.4％）で




　 1 年次 4 月の看護職への志望の意志は「絶対なりた
い」89名（69.0％），「できればなりたい」12名（9.3
％），「なりたい」が15名（11.6％）であった．次に，












　自己充実的達成動機は 1 年次 4 月71.50±11.87（得点
±標準偏差），3 年次 4 月67.61±9.99，3 年次11月68.82
±11.15であり，競争的達成動機は 1 年次 4 月47.39±
10.30， 3 年次 4 月45.38±9.40， 3 年次11月47.82±9.45
であった．自己充実的達成動機が 1 年次 4 月と 3 年次
4 月の間で有意差（Ｆ値3.737）が見られた．






















表 1 　看護職への志望の意志 n＝370
回答
1 年次 4 月
n＝129（％）




絶対なりたい 89（69.0） 52（40.6） 56（49.6）
できればなりたい 12（9.3） 26（20.3） 20（17.7）
なりたい 15（11.6） 29（22.6） 26（23.0）
あまりなりたくない 0 7（5.4） 5（4.4）
なりたくない 2（1.5） 1（0.7） 0
資格が取れればよい 10（7.8） 9（7.0） 5（4.4）
卒業できれば良い 0 3（2.3） 1（0.9）




ａ 1 年次 4 月（n＝112）
Ｍ± SD





自己充実的達成動機 71.50±11.87 67.61±9.99 68.82±11.15 3.737 ab＊
競争的達成動機 47.39±10.30 45.38±9.40 47.82±9.45 2.018
















































表 3 　 3 年間の臨地実習での成長したこと
n ＝84
カテ










































い」と答えた学生は 1 年次 4 月89.9％，3 年次 4 月83.6
％， 3 年次11月90.3％であった．これは 3 年間を通し
て約 9 割の学生は看護職への志望の意志があり，先行
















































































































　Ａ短期大学の 2 年次は， 1 年次の一般教養科目や人
体の構造・機能など専門基礎科目の講義に続き，疾患
の治療や看護の専門科目になる．受け持ち患者を持つ
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